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膏年金祉.9ジスの練習
一般のかた大歓迎

青年会では、� 12月18日に行うクリスマスパーティー

の夜を楽しく過ごしてもらおうと、� 11月14日から 12月
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町民のうごき
世帯数� 1，930 男� 4，071 

16日までの問、毎週月曜日、 水曜日、金曜日の夜� 7時� 
人口�  8，219 女� 4，148 /ー¥

昭和52年11月l日現在

ω

6

U

30分から福祉センターで社交ダンスの練習をしていますo
男女 計

�
 

生

亡

入

出

出

死

転

転

3 7 

3 3クリスマスパーティーは 、ことし最後の青年会行事
5 8 

多い時には30名をこえる若人が集り、 キ廉習とあって、 13 8 

にはげんでいます。

朝晩の冷えこみも一段ときびしくなりました。� 52年

もあとわずか。 くいを J~ さないよう、 力いっぱい最後

のしめくくりをしましょう。

ことし� 1年、 みなさんの町政へのご協力に対して心

から感謝いたします。

広幸仇つうら12月号=90・昭和目前2月 1日発行・編集と発行 勝浦町総務課 でんわ(088542)ー2511(代}
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青年会社交ダンスの練習一般のかた大歓迎

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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町 民体育祭 

ご↑易力あ りカずと つこ余ざし、 ました.グ


昭和52年12月1日 ら 第90号 (2) 

十

一

月

三

日

(文
化
の
日 
)

に
行
わ
れ
た
町
民
体
育
祭
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
は
英
直
樹
く
ん
(
棚
野
)

が
力
強
く
選
手
宣
蓄
を
し
た
あ
と

全
員
参
加
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
皮
切

ち
ん
ど
ん
、
や

関

耳又

に
各
競
技
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し

た
競
技
種
目
は
、
地
区
対
抗
の
綱
引

き
、
中
学
生
が
老
人
会
(
百
七
十
人
)

の
お
年
寄
り
に
編
み
物
や
、
ツ
エ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
老
人
会
の
宝
き
が

し
、
婦
人
会
恒
例
の
仮
装
行
列
な
ど

南

洋

美
↑木

さ

人 ん

み
ん
な
に
、
気
楽
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
楽
し
く
感
大
に
終
了
で
き

ま
し
た
こ
と
深
く
感
謝
し
ま
す
。

今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
、
い
こ

い
の

一
日
と
る
る
よ
う
に
し
た
い

と
恩
い
ま
す
の
で
、
な
お
い
っ
そ
う

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

↓
呼
び
だ
し
競
争


。
ご
〈
ろ
う
さ
ま
が


み
地
区
対
抗
綱
引
'
に

↑
声
援
が
と
ド

¥、� F

笑
に
そ
う
か
い
だ
が
、
タ
バ
コ
の

火
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
ほ

し
い
。
恐
し
い
山
火
事
の
原
因
に

な
る
か
ら
だ
。

マ
き
て
、
車
外
へ
出
て
の
一

服
は

に
し
て
く
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
一
日
は
人
生
を
豊
か

け
さ
の
中
で
一
人
山
と
対
す
る 

。
l

も
わ
ず
か
だ
。
遠
山
は
枯
木
の
間

か
ら
美
し
い
雪
肌
を
見
せ
て
く
れ

る
し
、
谷
川
は
清
ら
か
な
せ
せ
ら

ぎ
の
音
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。
静

マ
観
光
地
は
人
や
車
で
い
っ
ぱ
い

だ
。
こ
の
よ
う
な
時
期
を
は
ず
し

て
‘
晩
秋
と
い
う
よ
り
も
冬
の
直

前
に
、
晴
れ
た
山
道
な
と
ど
う
だ

ろ
う
か
。

マ
ひ
と
気
も
な
く
、
ク
ル
?
の
音

晩
秋
の
下
ラ
イ
ブ

相 と と� 
E車� 』

ろ き +
一

民
行
政
ヰ目

忠{島
行一福

午十
後 二 政 月行

{王

民

中談大政 祉 一月
村委塚監 セ 日寺ブL

員� J夜� ン� 1 日
相定

Z又

重 局 タ 一金
雲目水 例芳 F忌

生 美 時)

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民体育祭ご協力ありがとうございました

MUS04
テキストボックス
仮装行列のハッスルママさん

MUS04
テキストボックス
十二月定例行政相談



(3) 第90号� カミ ご〉f つ ら 昭和52年12月 l日

年末年始

交通安全運動� 

12月10日-1月10日� 

年末もあとわずか。 年末のあわ

ただしいなか、なにかと率に乗る

機会も多く、'1~放の多発も予想さ

れます。 今年も年末年始にかけて

交通安全運動が展開されます。

のI時期は忘年会、新年会などお酒
-¥ 

を欽む機会が多いときです。 飲酒

運転は、� lli大事故を招き、被害者

も加害者も悲惨な目にあいます。

運転手も歩行者も交通ルールを

十
二
月
四
日
か
ら
第
二
十
九
回
人

権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
週
間
中
は
、

町
の
人
総
擁
護
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
税
減
会
、
座
談
会
、
人
権
相
談

所
の
開
設
な
ど
各
綬
の
行
事
を
行
い
、

次
の
事
項
を
強
調
し
ま
す
。

。
人
権
の
共
存

最
近
社
会
の
各
分
野
で
、
自
己
の

権
利
だ
け
を
主
帰
し
て
他
人
の
人
織

を
考
え
な
い
と
い
う
風
制
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
も
こ

れ
ら
の
人
権
問
題
が
多
発
し
て
い
る

現
状
で
あ
り
、
こ
の
人
権
の
共
存
桁

神
を
、
最
も
身
近
な
お
隣
同
志
間
の

行
動
の
な
か
で
実
現
し
よ
う
と
呼
び

か
け
る
も
の
で
す
。

。
部
落
差
別
の
解
消

同
和
対
策
特
別
措
置
法
が
附
他
行
さ

れ
て
、
既
に
八
年
を
す 
E
C
て
い
ま
す
。

一
昨
年
「
部
務
地
名
総
鐙
」
と
い
う 

部
落
差
別
を
拡
大
助
長
す
る
恨
め

て
悪
質
な
冊
子
が
出
版
さ
れ
、
か
な

り
の
企
業
が
購
入
し
て
い
た
事
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後
も
次
々
と

類
似
事
件
の
発
生
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
家
庭
、
近
隣
、
学
校
、
職
場

な
ど
で
も
部
落
差
別
に
よ
る
人
権
侵

害
が
跡
を
絶
た
な
い
現
状
の
た
め
、

い
ま
な
お
潜
在
す
る
差
別
観
念
を
早

急
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

2 

0
婦
人
の
地
位
の
向
上

今
年

一
月
二
十
七
日
に
鮒
人
問
題

企
画
推
進
本
部
で

「国
内
行
動
計
画
」

が
決
ま
り
、
婦
人
問
題
の
諸
施
策
を

計
画
し
、
た
て
ま
え
だ
け
の
男
女
平

等
で
な
く
家
庭
、
職
場
な
と
で
、
男

什
悼
の
不
平
等
を
な
く
し
、
婦
人
の
能

力
を
充
分
発
郷
で
き
る
社
会
を
作
る

た
め
に
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
を
認
識
す
る
も
の
で
す
。

権
を
日附
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

人
権
擁
殺
委
民
は
、
み
な
さ
ん
の
相

談
相
手
あ
る
い
は
、
人
権
尊
重
の
思

恕
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る

か
た
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
町
に
は
、
次
の
人
い
か
人
権
擁
議

委
員
と
主
っ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
大
字
三
渓
字
立
体
二
四

原
田
熊
一
さ
ん

勝
浦
町
大
字
沼
江
字
西
岡
二
ノ
凶

大
西
勝
幸
さ
ん

勝
浦
町
大
字
沼
江
字
山
路

一
七
五

出
中

尖
さ
ん

場

所

相
談
員

H

時
勝
浦
町
大
字
収
本
字
稲
原
一

一一

河
野
利
徳
さ
ん

ま
た
、
人
権
相
談
日
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
か
ら
-
」
利
用
く
だ
さ

ロ	 

昭
和
五
十
三
年
一
月
六
日


午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時


ま
で


町
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室


徳
島
地
方
法
務
局
人
権
課
長


生
比
奈
小
山
字
校
児
童
会
の
代
表
三

り
昨
年
か
ら
敬
老
の
自
の
行
事
と
し

十
五
名
は
、
沼
江
、
今
山
、
掛
谷
、
て
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

黒
山
石
、
中
角
、
星
谷
、
生

名

の

七

地

今

年

は

、

校

医

の

縦

山
先
生
か
ら

区
に
分
か
れ
て
、
経
た
き
り
老
人
の
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
金
で
、
水

慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

飴
な
ど
を
贈
り
、
お
年
寄
り
に
感
謝

こ
れ
は
、
児
電
た
ち
の
希
望
に
よ
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ

請
求
な
し
に
受
給
は
で
き
ま
せ
ん

五
年
で
時
効
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
て
は
、
加
入
さ
れ
た
か


た
が
老
紛
に
な

っ
た
と
き
や
、
病
気
.


け
が
の
た
め
附
寄
に
な

っ
た
と
き
、


あ
る
い
は
ご
主
人
と
死
別
し
て
母
子


家
庭
と
な

っ
た
と
き
な
ど
に
、
本
人


や
逃
絞
め
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た


め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
年
金
を
支
給
し


て
い
ま
す
。


し
か
し
、
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
ご

本
人
か
ら

「
裁
定
の
請
求
」
が
あ

っ

H

(4) 

H

0
老

齢

年

金

)

通

算

一

:

:一
六
十
五
歳
か
ら

『 

0
・小

 

老
齢
年
金
」 

:
・

障

害

年

金

障

害

者

に

支

給

母
子
年
金
一

)
母
子
家
庭
に
支
給

準
母
子
年
金
一


遺

児

年

金

孤

児

に

支

給


寡

婦

年

金

寡

婦

に

支

給
 

O O O O O o O

E
F

て
、
初
め
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
前
求
を
五
年
以
内
に
し
な
い

と
、
時
効
に
よ
っ
て
、
年
金
を
受
け

る
権
利
を
永
久
に
失
い
ま
す
か
ら
、

く
れ
ぐ
れ
も
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年 

に
は
、
次
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
か
ら

ど
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
役
場
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
う
え
、
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

。 

A
R

死
亡

一
時
金
被
保
険
者
の
死
亡

時
吋
遺
嫉
に
支
給

こ
れ
ら
の
問
題
を
中
心
と
し
た
人

守り事故のない年末年始にしまし

ょっ。

運動の重点

ーム

ワ
ω

開
閉
品 

田
町
制
幽
母

mwu

飲酒述転の絶滅

老人の交通安全の確保

児
童
寝
定
き
り
老
人
の
慰
問

「¥

直E

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
人権週間が始まる



4

V
貯
蔵
予
措

V
長
期
貯
蔵
も
の
は
、
本
貯
蔵
に
入

る
前
に
、
果
重
が
三

1
四
行
程
度
軽

く
な
る
ま
で
予
措
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
程
度
を
知
る
た
め
最
も
よ

い
の
は
、
標
準
的
な
果
実
を
選
び
、

台
所
用
の
ム
ロ
ば
か
り
で
計
最
し
、
当

初
の
重
量
を
マ
ジ
ッ
ク
等
で
果
実
に

記
録
し
て
お
き
、
数
日
ご
と
に
計
量

す
れ
ば
三
�
 
1
四
行
減
っ
た
時
占
、
て
、

F
1
 

V
年
閉
め
チ
ッ
ソ
成
分
の
施
肥
最
が

M
l
当
り
、
本
指
導
班
で
指
導
し
て

O
J
の
三
分
の
二
程
度
し
か

昭和52年12月 1日� カミ コ つ� ら 第90号 (4) 

く
だ
さ
い
。
カ
イ
ガ
ラ
虫
類
に
は
複

合
�
 
7

シ
ン
油
乳
剤
六
十
倍
液
を
、
ダ

ニ
類
の
み
を
対
象
と
し
た
場
合
は
九

五
軒
�
 
7

シ
ン
油
乳
剤
の
七
十
倍
液
を

て
い
ね
い
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い

。

黒
変
症
果

昨
年
貯
蔵
中
に
発
生
し
た
黒
変
症

果
に
つ
い
て
は
、
果
樹
試
験
場
を
中

心
と
し
て
二
月
ご
ろ
発
生
貯
蔵
庫
の

現
地
調
査
や
、
図
主
へ
の
聞
き
と
り

調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
機
突
な
発

生
原
因
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

建設中の古川住宅

入居者募集

古川住宅入居者の公募は、� 1月号のかつうら広報に

公示します。入居希望者は、� l月号のかつうら広報を

見て町営住宅入居許可申請書を、住民福祉課まで提出

してくた'さし、。

公募する戸数などは、次のとおりです。

入居時期l 昭和53年� 2月l日(予定)

規格等 簡(易]附耐)火地5笠造(2階 ・床0畳面(積� 54.18 m'・唐家� 4.51:1: 
4.51'o{2階)60:1.'1:(2階)・浴集、台所、使所有

戸 数 同和向け10戸・一般向け� 5戸 計15戸

建設場所 !勝浦町大字三渓字古川 

11住宅の樋耳 第 2樟町営住宅(低所得者向け住宅)

住宅の名称 古川住宅

第
三
国
勝
浦
町
芸
術
作
品
募
集

し
か
し
、
調
査
の
結
果
次
の
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
�
 

十
�
 

何
日
か
か
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。
こ

の
時
の
果
実
表
面
の
し
な
び
異
ム
円
や

日
数
等
を
参
考
に
す
れ
ば
予
措
の
程

度
や
期
間
が
正
確
に
つ
か
め
ま
す
。
�
 

貯
蔵
管
理

予
措
が
完
了
す
れ
ば
戸
窓
を
閉
め
、

い
る
三

地
肥
の
し
て
い
な
い
聞
が
多
い

。
�
 

換
気
口
か
ら
の
み
新
鮮
な
空
気
を
と

全
体
に
上
勝
町
側
へ
寄
る
ほ
ど
発

V

ユ
ズ
台
や
浮
皮
程
度
の
ひ
ど
い
も

の
は
や
や
強
自
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
出

荷
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
予
措
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
考
ま
で
に
一

昨
年
と
昨
年
の
二
か
年
、
中
角
地
区

三
崎
氏
貯
蔵
庫
で
減
最
調
査
し
た
結

50年度51年度� ヲL可i 
JIJ( 

亡三3 Cコ 機時� 

t成� 
15 

C/コ、 医ノヨ、 日� 

1& 
量

30三百 支王� 

円
f産コこE亡ヨ 埠をー� 

骨H ム宅一

ea
果実の大ささ I~ 2 L -M 
級を主体に調査Lた� 

果
は
次
の
通
り
で
す
。

り
入
れ
ま
す
。
冬
期
に
貯
蔵
庫
の
巡

回
を
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
換
気
か

つ
ま
っ
て
い
た
り
、
コ
ン
テ
ナ
を
無

造
作
に
積
み
あ
げ
本
来
の
役
目
を
し

て
い
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
貯
蔵

庫
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
年
は
入
庫

最
も
か
な
り
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
平
方
幻
あ
た
り
八
十
�
 
J
以
上
に
な

ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

生
め
程
度
が
大
き
い
。

v
m枠
内
全
体
に
発
生
し
て
い
る
所
も

多
い
が
二
階
よ
り

一
階
の
方
が
発
生

が
ひ
ど
く
、
ま
た
入
口
の
方
が
発
生

が
多
い

。
�
 

V
入
庫
最
の
少
い
室
で
は
予
措
の
必

要
が
少
い
と
み
て
、
年
末
の
十
二
月

二
十
六
日
以
前
に
戸
窓
を
閉
め
た
貯

蔵
庫
は
発
生
が
少
く
、
ま
た
そ
の
程

で
す
。
サ
イ
ズ
、
題
目
は
自
由
で

す。な
お
、
作
品
の
展
示
期
間
は
一
月

十
四
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
全
館
で
行
い
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い

。

昭
和
五
十
三
年
芸
術
展
示
会
の
作

品
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
�
 

O O O
受
付
締
切

作
品
乃
博

4

1

〈

j

i

ち

込

み

作
品
種
別

一
月

五

日

�

 

一
月
十
二
日

写
真
、
書
道
、
絵
画
、
生
花
、
盆

栽
、
手
芸
、
リ
ホ
ム
(
再
生
)

泰
道
遺
児
院
奨
学
資
金

自
動
車
一事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
遺
児
に
対
し
、
次
の
条
件
で
奨

学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま

度
も
軽
い
。

V

ま
た
腐
敗
果
の
点
検
も
第
一
回
目
は

収
機
後
て
き
る
だ
け
早
自
に
行

っ
て

系
統
、
樹
令
、
ム
門
木
、
樹
勢
、
結

く
だ
さ
い
。


収
穫
後
の
薬
剤
散
布


越
冬
す
る
ヤ
ノ
ネ
カ
イ
カ
ラ
虫
、


と
ダ
ニ
類
の
防
除
の
た
め
、
収
穫
十

無
利
害
で
貸
し
紺
け

夫
置
に
よ
る
発
生
の
関
係
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

す。

年
末
の
二
十
七
日
か
、
わ

一
月
に
か
け

貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
資
格
者

て
の

、
異
常
低
協
が
大
き
く
関
係
し

日
後
に
機
械
油
乳
剤
散
布
を
行
っ
て

(
次
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
あ
て
は
ま

¥} 

MUS04
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MUS04
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今月の農作業メモ
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ま
た
、
殺
虫
剤
を
散
布
す
る
と
蜜

峰
が
活
動
し
な
く
な
っ
た
り
、
ハ
ウ

ス
内
の
臥
度
が
向
い

と
薬
害
が
発
生

し
ま
す
か
ら
、
こ
の
点
も
注
意
し
て

く
だ
さ

い
。

温
度
管
理

ハ
ウ
ス
内
の
以
度
が
高
い
と
、
川
相

期
は
早
く
な
り
ま
す
が
実
が
小
さ
く

株
も
羽
り
ま
す
。
日
中
は
二
五
度、

夜
間
は
二
度
以
上
に
保
っ
て
く
だ
さ

肥
培
管
理

新
築
の
色
、
大
き
さ
、
業
柄
の
長

さ
、
恨
の
状
態
な
ど
に
品
川
に
注
意
し

と
し
て
九
万
円
、
山 

成
資
令
と
し

施
肥
、
潜
水
な
ど
肥
府
管
理
に
も
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

。

合
理
化
を
は
か
る
心
掛
け
が
大
切

で
あ
る
。

保
存
食
の
講
習
会
な
ど
に
よ
り
、

主
婦
の
労
働
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。 

最
後
ま
で
残
れ
る
優
秀
な
成
家
と

る
れ
る
よ
う
迷
わ
ず
に
、
み
か
ん

作
り
に
徹
す
る
な
欲
を
持
つ
べ
き

で

る
か
た

-
す
え
置
期
間 

η
し
付
け
が
終

つ

て
か
ら
六
か
月
又
は
一
年

-
返
還
の
方
法

す
え
留
期
間
が
過

ぎ
て
か
ら
二
十
年
以
内
の
均
等
払

い
(
年
賦
、
半
年
除
、
月
賦
の
い

ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま
す
。)

-
返
還
の
特
例

中
学
校
年
業
後
、

高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
場

合
は
、
非
業
す
る
ま
て
お
待
ち
し

ま
す
ロ

-

利

子

無
利
子
て
す
。

な
お
、 

ηし
付
け
を
希
望
さ
れ
る

か
た
や
、
よ
く
お
わ
か
り
に
な
ら
な

い
か
た
は
、
向
動
市
「
い
や
故
対
策
セ

ン

タ
ー 

(電
話 

八
八
六

・
五
四
|
一

四一

O

生資

貸
付
内
容
(
遺
児

一
人
に
つ
き 
)

・

貸

付

額

百� T
活
卦三 i!!: |司町

帯� 1-<':1 l( l( 
受生

戸納f似をJ培r
イ呆� lI!産 納を見J金f~ド~ 1 ，ヰ的i見7 4? と聾官? 金

条
グヲ

ド世 咋， ダ� 3ゲラ

半:ト;'111て'、F

要必すと し、
，、� 

し、� 代て
免を けだ

グ・ム1 4三1F2・ し>:i 

JJjJ It相:

プニ
 t~ グコた

グ〉
'l~ tてL 

てけて ・l1をt 
受を

1，.、カ- ，、� 、、� f'l 
fょ る て

受を 防さて 栴を内
L、

ヵ、 カ、 カ、

高立官
る る 旬、1 fτl 

てる る
カ‘� L、 カ-

プ」たる
カ- カも� 

Fニ� I~ 

は
じ
め
に

一
時
金

て
月
傾
八
千
円

-
貸
付
期
間

貸
し
付
け
が
決
ま

っ
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま

一
帯

)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

で
あ
る
。

共
同
炊
事
に
よ
り
、
主
婦
の
負
但

が
経
滅
さ
れ
た
い
へ
ん
効
果
を
あ

V
げ
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
事

業
を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
き
た

も

Vみ
か
ん
作
り
で
時
間
あ
た
り
千
円

く
ら
い
に
な
る
仕
事
を
す
る
努
力

が
大
切
で
あ
り
、
十
分
研
究
し
て

い
き
た
い

。

と
い
う
の
が
全
員
の
一
致
し
た
意
見

で
し
た
。

今
後
こ
れ
ら
の
か
た
が
中
心
と
な

っ
て
、

各
部
洛
へ
の
指
導
と
更
に
リ

Vー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
、
巣
樹
娠
興

の
推
進
を
は
か
る
こ
と
で
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
三

十
日
ま
で
の
五
日
間
年
末
特
別
筈
戒

を
行
い
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
午
後
八
時
に
サ
イ

レ
ン
、
カ
ネ
を
各
分
団
で
い
っ
せ
い

に
鳴
ら
し
、
融
肯
戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

各
家
庭
に
お
い
て
む
、
火
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
念
入
り
に
点
検
し

て
く
だ
さ
い

。

泌総 

金~C:::;会;考会グ


年末特別警戒

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
今
年
も
異
常
低
出

の
予
報
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
予
相
が

終
っ
て
い
な
く
て
も
一
時
的
に
戸
窓

を
閉
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ほ
か
の
作
理
而
で
も
手
を
抜

く
こ
と
の
な
い
よ
う
‘
栽
地
指
針
を

よ
く
守
り
実
行
し
て
く
だ
さ
い

。

四
月
か
ら
丹
精
、
」
め
て
栽
倍
し
て

き
た
イ
チ
コ
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
向

け
て
い
よ
い
よ
出
桁
期
に
入
り
ま
す
。

今
月
は
、
品
質
の
良
い
イ
チ
コ
を
と

る
た
め
の
注
意
点
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

摘
果
(
花
)
と
摘
芽

頂
花
房
は
も
ち
ろ
ん

一つ

で
す
が
、

第
二
花
房
は
上
位
の
も
の
こ
芽
に
な

る
よ
う
摘
芽
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
芥
が

八
1
十
呆
と
な
る
よ
う
摘
来
し
て
く

だ
さ
い

。

屯
照
裁
は
唱
は
、
頂
芽
一
切
が
十 

十

五
回
京
、
第
二
花
房
は
三
芽
と
し

一
身

に
十
l
十
二
果
を
つ
け
る
。

Iμl'111仰� 

病
害
虫
の
防
除

今
年
は
ウ
ド
ン
コ
病
の
発
生
が
目

立
ち
ま
す
。
ポ
リ
オ
キ
シ
ン
、
サ
ン

仰伽伽ρ仰伽伽伽仰仰伽0‘、川州、薦聡淡撚畿倣動動伽伽恥』砂伽伽伽伽

VVヨ
ー
ル
、
ト 

プ
ジ
ン 

な
ど
を
使

V っ
て
防
除
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

薬
哉
は
十
日
!
三
百

μ
ぐ
ら
い
と
し
、

業
の
う
ら
に
も
薬
剤
が
つ
く
よ
う
て

y

い
ね
い
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

町
来
初
研
究
会
で
は
、

M
内
岡
家
の
主

婦
を
対
象
に
、
体
験
発
表
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

i

こ
の
体
験
発
表
も
今
回
で
凶
回
目

を
む
か
え
ま
し
た
が
、
内
容
に

つ
い

て
も
充
実
し
た
、
意
義
の
あ
る
会
で

あ
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

体
験
発
表
さ
れ
た
か
た
は
、
坂
本

の
佐
藤
前
官
子
さ
ん
、
椋
井
郷
子
さ
ん

棚
野
の
西
浜
シ
ズ
ノ
さ
ん
、
久
国
の

井
内
精
子
さ
ん
、
今
山
の
大
久
保
君

子
さ
ん
の
五
名
で
す
。

ま
た
、
助
言
者
に
は
、
旧
附
果
樹
試

験
場
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
県
凶
芸
蚕

糸
謀
、
県
内牌
業
改
良
諜
専
門
技
術
民

の
指
導
者
の

か
た
で
す
。

発
表
の
主
な
内
容
は

日
常
生
活
の
中
で
む
だ
を
な
く
し
、

-
E-s--
J

-

ニl机糊徽樹高齢、、

， 

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
果研だよりこれからの農業を語る農かの主婦
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火災シーズン年末特別警戒
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|税に関する作文から|

納税について

勝中� 2年� 

(生名) 谷 美智 代

税
、
税
金
、
租
税
、
ど
れ
を
と
っ

て
も
私
に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
ど
う

や
ら
、
そ
う
い
う
も
の
と
は
、
わ
た

し
た
ち
は
縁
遠
い
存
花
ら
し
い

。
し

か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
知
ら
な
く
て

も
、
そ
れ
ら
は
、
わ
た
し
た
ち
の
毎

日
の
く
ら
し
の
中
に
、
密
按
に
結
び

つ
い
て
い
る
ら
し
い
事
が
、
お
ぼ
ろ

げ
な
が
ら
も
忠
、
え
る
の
だ
。
た
と
え

ば
、
私
の
知
っ
て
い
る
も
の
で
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
収
入
に
か
け
ら
れ

る
所
得
税
、
問
核
的
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
タ
バ
コ
や
お
消
の
ね
だ
ん
に
含

ま
れ
て
い
る
税
な
ど
だ
ろ
う
。
「
百

科
辞
典
」
で
調
べ
て
み
る
と
、
大
き

く
分
け
て
所
得
税
、
消
費
税
、
財
産

税
、
流
通
税
な
と
に
分
け
ら
れ
、
そ

れ
が
ま
だ
、
い
く
つ
か
の
税
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
の

、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
が
、
国
税
と
地
方
税
に 
.
ま
た
直

接
税
と
間
接
税
に
分
け
ら
れ
る
事
が 

わ
か
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
自
分
の

身
の
ま
わ
り
に
こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ

な
税
が
あ
っ
た
な
ん
て
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
た
だ
向
分
が

知
ら
主
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
と
い
う

事
を
痛
感
し
た
。

国
民
と
し
て
の
義
務
の
う
ち
の

一

つ
に
、

択
を
納
め
る
」
と
い
う

「杭 
A

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
た

訟
は
、
税
金
に
つ
い
て
話
し
て
い

る
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
話
し
に
は
悦
金
を
納
め
る
こ
と

を
負
刊
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
。
確
か
に
、
税
金
を
納
め

る
こ
と
が
う
れ
し
い
な
ど
と
い
う
人

は
、
い
る
い
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

い
け
な
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
税

金
を
納
め
る
の
を
い
や
が
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
と
て
も
小
さ
な
こ
と

の
よ
う
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の

小
さ
な

心
が
け
が
大
き
く
な
っ
て
、
国
民
の

心
を

一
つ
に
し
、
国
を
よ
く
し
て
い

く
よ
う
に
思
う
か
ら
で
す
。

税
会
と
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は

決
し
て
つ
な
が
り
の
弘
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
会
員
が
、
税
金

を
納
め
る
こ
と
を
い
や
が
ら
な
い

そ
れ
ど
こ
ろ
か
自
分
た
ち
の
閏
の
た

め
だ
か
ら
と
呼
ん
で
納
め
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
国
の
仕

事
の
一
角
を
う
け
も
つ
よ
う
な
気
持

ち
て
、
納
税
の
義
務
を
果
た
し
、
国

を
ま
す
ま
す
よ
く
な
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

幼

児

教

育

わ
が
ま
ま
な
子
ど
も
が
心
配

し
た
ち
の
義
務
の
中
で
も
、
最
も
大

切
な
も
の
の
中
に
は
い
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
税
金
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
、
仕
事
を
す
る
の
に
必
要

な
費
用
の
大
部
分
を
ま
か
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
た

ち
国
民
の
生
活
と
い
う
も
の
を
向
上

さ
せ
、
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た

め
の
賛
用
を
悶
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

負
怨
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
も
し
、

み
ん
な
が
税
の
出
し
お
し
み
を
し
た

ら
、
最
後
に
は
み
ん
な
の
生
活
が
く

ず
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
な
く
、
固

と
い
う
も
の
の
維
持
が
不
可
能
と
な

り
ま
す
。
国
民
が
税
余
を
正
し
く
納

め
て
、
国
は
安
定
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

中
学
生
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
に
は
、

税
金
を
納
め
る
義
務
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
私
も
国
民
の

一
人
で
す
。

今、

真
剣
に
納
税
の
義
務
や
、
そ
の

使
い
道
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、

向
分
た
%
の
園
、
自
分
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
主

ら
な
い
社
会
に
対
す
る
向
党
を
も
た

な
く
て
は
い
け
も
い
と
思
い
ま
す
。

三
歳
に
な
る
男
の
子
の
こ
と
で
す

が
、
わ
が
ま
ま
で
が
ま
ん
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
の
要
求
が
通

ら
な
い
と
泣
い
た
り
、
ひ
っ
く
り
返

っ
て
怒
っ
た
り
し
ま
す
。
放
っ
て
お

ニ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
お
底
の
前

な
ど
で
は
、
み
っ
と
も
な
い
の
で
、

つ
い
子
ど
も
の
要
求
を
聞
き
い
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
成
長
す
る
に
し
た
が

っ
て
聞
き
わ
け
が
よ
く
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

わ
が
ま
ま
な
子
ど
も
に
対
し
て
時

に
必
要
な
の
は
、
断
固
と
し
た
判
明
の

愛
情
に
み
ち
た
厳
し
き
で
、
現
ん仕
の

母
親
の
し
つ
け
の
中
明
二
番
欠
け
て

い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
む

規
が
オ
ド
オ
ド
し
た
り
、
根
負
け
し

て
し
ま
う
の
で
は
、
子
ど
も
は
ま
す

ま
す
わ
が
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

子
と
も
に
は
か
れ
て
は
み
っ
と
も

な
い
と
か
、
人
の
円
を
意
識
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
チ
と
も
の
思
う
ツ

ホ
な
の
で
す
。
抑
制
の
顔
や
周
り
の
人

の
阪
を
う
か
が
い
な
が
ら
、
向
分
の

泣
き
声
を
調
節
し
て
い
る
と
い

っ
た

例
は
よ
く
あ
る
こ
と
て
す
。
こ
う
し

た
子
ど
も
に
対
し
て
、
断
開
と
し
た

態
度
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ

う
が
、
キ
ソ
バ
リ
と
わ
が
ま
ま
な
要

求
は
は
ね
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
の
わ
が
ま
ま
を
通
す
こ

と
は
、
自
己
中
心
的
な
態
度
を
い
つ

ま
で
も
残
す
こ
と
に
な
り
、
集
団
生

活
を
す
る
妨
げ
に
な
る
か
ら
て
す
。

子
ど
も
も
、
わ
が
ま
ま
が
通
ら
な
い

こ
と
が
わ
か
れ
は
、
ひ
っ
く
り
返
っ

た
り
位
き
叫
ぶ
と
い
う
こ
と
も
し
な

く
な
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
お
府
、
ぇ

行
く
場
介
主
ど
き
ょ
う
は
、
絵
本
を

買
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
。
と
か
、

き
ょ
う
は
あ
る
た
の
も
の
は
買
い
ま

せ
ん
よ
。
と
い
っ
た
よ
う
に
、
い
い

聞
か
せ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
ど
う

し
て
も
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
よ
う

も
場
合
は
抱
き
あ
げ
る
る
ど
し
て
、

ノ
寸
ど
も
が
付
こ
う
か
川
ほ
う
が
、
タ

メ
な
も
の

は
ダ

メ
と
い
う
き
然
と
し

た
態
度
で
、
弱
腰
に
る
ら
ず
、
愛
情

に
み
ち
た
厳
し
さ
て

、
正
し
い
し
つ

け
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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(7) 第90号 カミ ザコ つ ら 昭和52年12月 1日

文部省指定 生徒指導研究発表

勝
浦
中
学
校
は
、
文
部
省
の
指
定

を
う
け
、

「
強
く
た
く
ま
し
い
人
間

性
を
目
ざ
し
て
意
欲
を
つ
ち
か
う
生

徒
指
導

」
を
研
究
主
題
と
し
て
、
去

る
十
月
十
八
日
研
究
発
表
会
を
開
き

ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
百
五
十
名
余

り
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
と
し
て
好
評
で
し
た
。

発
表
会
の
内
容
は

現
在
の
子
ど
も
は
、

「
明
る
く
お

お
ら
か
で
、
自
分
の
意
思
を
よ
く
表

明
で
き
る
」
と
い
う
長
所
は
あ
り
ま

す
が
、
反
面
、
「
精
神
的
に
も
身
体

的
に
も
耐
久
力
が
な
く
、
気
力
に
欠

け
る
」
と
い
う
欠
点
を
も

っ
て
育

っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
本
校
の
生
徒
は
、

困
難
に
た
ち
向
か
う
力
が
弱
く
、
積

極
的
に
物
事
に
取
り
く
も
う
と
す
る

意
欲
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
本
校
生
徒
の
欠
点
を
立

ち
直
し
、
本
当
に
「
強
く
た
く
ま
し

い
生
徒
」
と
し
て
育
て
る
た
め
に
こ

の
主
題
を
と
り
あ
げ
、
研
究
実
践
に

取
り
く
ん
で
き
た
の
で
す
。

研
究
に
あ
た
っ
て
は

マ

な
欲
を
つ
ち
か
う
学
業
指
訓
悼
の

あ
り
方
。

マ

自
主
的
な
生
徒
前
動
の
あ
り
方
。

マ

頑
他
な
心
身
を
つ
ち
か
う
課
外

活
動
の
あ
り
方
。

マ

意
欲
を
育
て
る
教
育
相
談
の
あ

り
方
。

マ

家
庭
と
学
校
と
の
辿
柚
問
、
協
調

に
よ
る
生
徒
桁
将
の
あ
り
方
。

こ
の
五
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
き

一、、

び
し
い
指
持
と
実
践
を
す
す
め
ま
し

た
ま
た
、
生
徒
自
身
も

マ

本
分
を
わ
き
ま
え
、
限
度
を
知

る
中
学
生
。

マ
が
ま
ん
す
る
、
強
い
中
学
生
。

マ
考
え
る
中
学
生
。

マ

質
実
剛
健
な
中
学
生
。

マ
命
を
大
切
に
す
る
中
学
生
。

を
合
一一一一回
楽
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
一
年
半
余
り
ひ
た
む

き
に
実
践
を
相
ん
で
き
ま
し
た
が
、

描
い
た
理
忽
像
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状

て
す
。
し
か
し
、
生
徒
、
教
師
、
判
明

の
姿
に
好
ま
し
い
方
向
へ
の
変
容
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば

授
業
に
の
ぞ
む
態
度
が
き
び
し
く

な
っ
た
生
徒
会
活
動
に
対
す
る
自

覚
が
向
ま
っ
て
き
た
部
活
動
に
お

い
て
、
節
度
と
く
ふ
う
、
ね
ば
り
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
を

見
る
教
師
の
目
が
受
谷
的
に
な
り

輝
き
が
楠
し
て
き
だ
家
庭
の
役
割

が
明
確
に
な
り
実
践
さ
れ
つ
つ
あ
る

な
ど
を
実
感
と
し
て
つ
か
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

勝
浦
中
学
校
職
員
、
生
徒

一
同
は

こ
の
研
究
発
表
を
き

っ
か
け
に
、

「
強

く
た
く
ま
し
い
人
間
づ
く
り
」
に

よ
り
力
強
く
取
り
く
み
、
継
続
実
践

を
し
よ
う
と
決
・
怠
し
て
い
ま
す
。
町

民
皆
様
が
た
の
岡
山
か
い
ご
協
力
を
ご

期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

今年も年賀状の準備をする時期になりました。 お世話にな

ったかたや、知人、友人などえ今年も是非年ri状を出しまし 年賀状の準備を
ょう 。

年末も押し迫ると何かと忙しくなります。早めに年賀はが

きをお貿い求めいただき、  12月15日には差し出せるようご地 =特別扱いは15日一28日まて=

備願います。

なお、準備に当っては、次の点に注意してください。

マ 暑中見舞状、転勤、転居のあいさつ状などにより、住所

録を艶理しましよう。また住所には、アパート名、むね番号、

家番号や郵便番号を忘れずに記入してくださし、。

マ 年賀状を印刷したり、版画にするかたは、早めに手配し

ましょう。その際自分の住所や郵便番号も必ず記入してくだ

さU、。

|郵便局だより|

年
問
白
問
ハ
か
守

↑
 

、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
強くたくましい人間づくりを目ざす勝浦中学校

MUS04
テキストボックス
郵便局だより



昭和� 52年12月1日 カ込 Jコ つ ら 第90号 (8) 

地区対抗ミ ックス|地区対抗軟式野球大会|
バレーポール大会地

区
対
抗
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
、
十
一
月
十
六
日
か
ら
十

。

優

勝

横

瀬

チ

|

ム

八
日
ま
で
の
三
日
間
、
勝
中
体
育
館

チ 

ム

で
午
後
八
時
か
ら
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

A

l

中角チーム優勝

三位決定戦

優
勝
横
瀬
チ


準
優
勝
は
棚
野

rl 

中中 準

優

勝

棚

野

三

位

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ム


角山

ム

A

l
チ中

角

チ

ー

ム
4 5 6 7

槻
野

中
32 

星

A角B

日
中tn，.久 t貫

、、，

谷本国瀬

ω山
西
掛 

「 

9
与
川
内

8
今

山

l

棚
野

坂

本
与
川
内

久

国
中

山

山
西
冷

星
一
合

棚

野

検 中 生

i頼角名 Aコート(東)� U 

黒

岩

ロ

生

名

)工

咽 

l
E

山

イ
分

台
場

所l

一
月
一
日
午
前
五
時
三

勝
浦
町
内
肱
協
前
集
合

交
コ 

ス

中
山
倉
瀬
を
経
由
し
中

を
流
し
て
初
日
を
拝
も
う
。
と
、
ご

来
光
登
山
を
愛
好
者
に
よ
っ
て
十
年

あ
ま
り
統
け
て
い
ま
す
。

五
十
三
年
新
本
も
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
か
ら
、
こ
希
望
の
か
た
ふ
る

っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

交
日

時

郷土ヲ〈りに役立つ
守--津

峰

(三
十
八
社
)
で
初
日
を
拝

み
、
婆
雑
尾
を
ま
わ
っ
て
下
山
。

η

新
年
早
々
、
車
を
使
わ
ず
に
汗

あ
1 

園民毎金の積立金
r 

初 2 
2正

FZ
1
T
I
F
ZI

-
-a

ー
も 

r
-

す茄

ちし �  
'- =t=番

)
か
町
教
育
委
員
会
(
二
五
一
一

番
)
へ
お
定
話
く
だ
さ
い
。

午
前
九
時
解
散
の
予
定

会
そ
の
他

隆
食
、
水
筒
、
電
池
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

ご
希
望
の
か
た
や
お
問
い
合
わ
せ

は
償
瀬
佐
光
志
市
さ
ん
合
二 

七
O

来� tf
光ん
登か
山

昭和51年度国民年金還元融資施設

料
理
飲
食
等


消
費
税
と


公
給
領
収
書


こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
忘
年
会

や
宴
会
な
と
飲
食
の
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
そ
の
料

金
に
対
し
て
料
理
飲
食
等
消
費
税
が

か
か
り
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
料
理

席
、
カ
フ
エ
ー
、
パ
|
、
飲
食
宿
、

旅
館
な
ど
で
遊
興
や
飲
食
、
宿
泊
な

と
を
し
た
と
き
に
か
か
る
税
金
て
、

料
金
の
十
軒
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一

人

一
固
め
飲
食
が

二

千
円
以
下
の
場
合
や
、
旅
館
て
一
人

一
泊
の
宿
泊
料
と
飲
食
料
が

四
千
円

以
下
の
場
合
に
は
、
徴
収
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
悦
金
は
、
持
さ
ん
が
お
制
定

の
と
き
料
金
と
併
せ
て
支
払
っ
て

い

た
だ
き
ま
す
が
、
業
者
は
こ
れ
と
引

き
換
え
に
料
金
、
サ
ー
ビ
ス
料
、
税

金
な
ど
の
明
細
を
記
入
し
た
「
公
給

領
収
書
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

お
勘
定
の
際
に
は
、
必
ず
公
給
領

収
書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

l
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まト4
原 野 谷

中
山

石 捌坂 槻中 西
本 野角 岡

;Jt 
島

を
一
月
二
目
、
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
で
行
い

ま
す
。

-
該
当
者

昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
三

十
三
年
四
月
一
日
ま
て
に
生
れ
た
か

た
で
す
。
(
該
当
者
め
名
簿
は
昭
和

四
十
七
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
名

簿
と
五
十
二
年
十
二
月
一
日
現
在
の

町
内
有
住
者
で
結
婚
し
な
い
か
た
で

す
。)な

お
、
該
当
者
に
は
イ
二
月
中
旬

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

-
式
に
は
簡
素
な
服
装
で

与
川
内
美
馬
附
幸

昭
和
五
十
三
年

・
勝
浦
町
成
人
式

寸
簡
素
な
服
装
で
全
員
出
席
を
」L

- す知 る冬 吾制�  ? 
fー¥， 流� 3た

「
ー
ー
五
十
三
年

・
勝
浦
町
成
人
式 

お
誕
生
お
め
で
と
う

前
田
好
博

消
水
文
明

中
村
喜
代
治

石
本
普

杉
本
土
口
男

山
商
昭

長
谷

笠宮弘
ムi. 隆:

長
女

長
男

長
女

長
女

長長 長
男 女� 女 女男

さ
お
り

u召 洋 士、 里 誠 直� 
武 泉

1)手Yう 占
，l!o' 子子

-v



成
人
式
は
華
美
な
服
装
を
競
う
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
式
の

H
h
の
意
義
を
理
解
し
、
全
只
が
簡
素

な
服
装
で
出
席
す
る
よ
う
に
し
ま
し

十
ト
ふ
よ
ノ
。 

宮

本

義

的

武
悶
ト
モ
エ

松

平

孝

義

阿
南
市

f

阿
瀬
川
百
代

富
士
巻
威
美

厳

内

敬

子 

(
川
知
附

ヘ

掛

谷

/
徳
山
田
市

ヘ

久

国

ヘ

横

瀬

戸
上
那
賀
町 

号liJ.阜 t~J上瀧定

与
川
内

f ヘ

生

名

/
徳
島
市

ヘ

横

瀬

/

坂

本

ヘ

坂

本

ご
結
婚
お
め
で
と
う

資I貧，
n. ー、、地i金 事長平本作
サ

h
吋

多
美

幸
治

消
美

ヱ哲干日岩
子三 代 夫 �  

、一、/ー

棚 i険 星沼

里子点目 谷江

か� m に焼 .L-..み~ 1 /1、 i

-EZス
恩・‘
 
f ヘ

坂

本

阿
南
市

f

小
松
助
市

「

中

山

f
「
与
川
内

上
勝
町

pi f出見詰まJi ぷレvノ j 
/Aゴ ロ� !
...:i 

口 井 ; 本ては本 現に本 の 圃凶眠町主守町翠.

H可漸! ひき ゆき 加lさ� 

I坂:坂 tf坂長2坂ヂ主� a d(~I!M;itj ;jl仰iii;: ;森

川

和

幸

東
浦
ふ
く
み

偲キ本 大呑 岸仁 篠 j祥
谷 川口� 木 宮内

千

Jl

.圃IIct仙UTI1Tf7dA'刻時嗣F
i 庖果 のぼ�  L4主
1¥キ己宇

子努
t両手口� 直 主ヂ玄

召Hィ工
ぐ短歌〉� ;糊!福たし臼森 ん 谷 り

居
て
す1:

; 二な 峰は ー1: む� 

子基子正 三号車IDH.ll~(~ 
忌孟存主第三叉戸
~ 

子久 ?良りな浦 や
りj く

:伴 絞主主 と~~~; 
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V V
予
防
接
種
は
、
恐
ろ
し
い
流
行
性

予
防
按
種
は
、
ふ
?
っ
ワ
ク
チ
ン

小犬� 100円� 

昭
和
五
十
二
年

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を 

二
才
児
健
康
診
断

十
二
月
十
九
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
年
八
月

一
日
1

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

と

き

注意してください。

グ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う 

と
ニ
ろ

調
査
日

対
象
者

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

+
二
月
三
十
一
日
現
在

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
製
造
業
の

す
が
た
や
製
造
活
動
の
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

国
勢
調
査
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要

な
調
査
の
一
つ
で
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
で
お
忙
し
い
と
思
い

ま

す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く

指
定
統
計
調
査
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
秘
密
は
厳
重
に
守
り
ま
す
。

税
金
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。 

と

三
種
混
合
予
防
接
種

き

十
二
月
二
十
二
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

個
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

※

乳

幼

児

の
健
康
診
断
、
予
防
接

種
時
に
は
必
ず
母
子
手
帳
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い

。

※料� 金� 
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3歳以上 6歳未満�  

250円� 

13歳以上 400同

4

化
す
る
物
質
)
を
つ
く
っ
て
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
免
疫
と
い
い
ま
す
。
予
防
接

種
は
、
こ
の
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
で
も
多
く
の
か

た
が
受
け
て
く
だ
さ
い
。

O
受
け
て
は
い
け
な
い
人

発
熱
し
て
い
る
人 

0
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人 

O O O
心
臓
、

腎
臓
、
肝
臓
病
の
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
副
作
用
の
あ

っ
た
人

そ
の
他
予
防
楼
種
を
行
う
こ
と
が

不
適
当
な
人 

の
急
性
伝
染
病
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

を
守
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
伝
染
病
に
か
か
り
に

く
く
し
た
り
、
か
か

っ
て
も
軽
く
す

ま
せ
る
伝
染
病
予
防
対
策
で
最
も
効

果
の
高
い
も
の
の

一
つ
で
す
。

を
接
種
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
と
い
う

の
は
、
伝
染
病
の
病
原
簡
を
弱
く
し

た
り
、
殺
し
た
り
し
て
つ
く
っ
た
も

の
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
か
ら
だ

に
入
れ
て
、
ほ
ん
も
の
の
病
原
体
が

体
内
に
は
い
っ
て
も
、
無
力
に
し
て

し
ま
お
う
と
い
う
わ
け
で
す
。
つ
ま

り
、
体
内
に
抗
体
(
病
原
菌
を
無
力

; 会長水口秀夫さん(与川 内)

副会長 白草モト子さん(生名)�  

; 側広夫さん(横瀬)

稼勢一男さん(横瀬) 主

主 会計大岡ムメ子さん(沼江�  

i 1・会費 年間三百円� 

? ・入会希望のかたは、会費を添え� 

iて各役員さんまで申し込んでくだ� ; 

、。Lき� 

※日 手呈� izzr二両亡芙7iE;子 =::=:一ま 

つないで下さい一塁:!! 
万う 1 副貢 ;i;2月� 5 日円 i

E、，〆ペえ�  

6歳以上13歳未満�  (('iJ 12月19日開)� Lii 
300円

/，-~-)込げ!i
〆々 ぇげ、 成犬� 300円 日 l 
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ごみを出している方に

お知らせ

12月� 5日 13:30-15:0。坂本小学校月� 

12月 7日 水� 14: 00-15: 30 沼江保育所�  

12月 8日 木� 13: 30-15: 00 与川内農協�  

12月� 9日 金� 13: 30-15: 00 被� i頼農協�  

12月20日 火� J4・00-15:30 生比奈農協�  

12月22日 木� 13: 30-15: 00 {生 場� 
E 

i かっち短歌会�  -

j 誕生�  ; 
社会総合大学の短歌学級は、こ� i 

のほど自分たちで短歌を研究しょ

うと「かつら短歌会」研究グル� 
0

7 
をイ乍りました。

短歌に趣味をお持ちのかたやこ ? 
-

れから研究したいとお考えのかた

さ は、ふるって参加してくださし、。
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